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Ⅰ．はじめに 

本研究の目的は，保育者養成校に在籍する学生の健康度と生活習慣の現状を明らかにす

ることであった。健全な生活（運動・食事・睡眠）を送ることは，人間にとって重要不可

欠である。基本的な生活習慣の基盤つくりは，乳幼児期であり，その頃の経験が成人期ま

で影響することが明らかとされている（山城，2011）。したがって，乳幼児期に健全な生活

習慣を確立していくことは重要な課題であるといえる。そして，子どもたちへ健全な生活

習慣を構築していく上で，保育者の役割は大きな存在であると思われる。この点に関して，

全国保育士養成協議会（2003）によると，保育者の自己健康管理が重要であることを言及

している。さらに同調査（全国保育士養成協議会，2003）において，保育者養成校を修了

するまでに保育者として身につけておかなければならない専門性の 1 つとして，約 8 割の
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保育者が自己健康管理と述べている。これらのことから，人間にとって重要不可欠な生活

習慣の確立の基盤に関わる保育者を志す学生の生活習慣の現状を明確にし，課題について

追究することは大変意義深いと思われる。 

保育者を志す学生の健康に関する先行研究では，健康に対する意識と実態の差異がある

ことを報告されている（清水，2019）。例えば，清水（2019）は，食の重要性について研

究をしている。その結果，保育者養成校の講義を通して，食の重要性は理解したが，自己

の食生活の改善にまで至っていないことが報告されている。また，一般大学生を対象とし

た研究でも，健康の重要な要素は，そこに導くための個人の行動が関係していることが明

らかとされている（門田，2002;木内・橋本，2012）。したがって，健康に関する知識の定

着は重要であると思われるが，知識の定着だけでなく，行動を変容させるための要因を探

る必要がある。この点に関して，セルフ・エフィカシーが関連していると思われる。セル

フ・エフィカシーとは，自分自身がやりたいと思っていることの実現可能性に関する知識

のことを指し（バンデューラ，重久訳，1985），それは行動変容において重要な要素である

ことが明らかとされている。つまり，個々のセルフ・エフィカシーの高低差が健康に対す

る意識や行動変容に影響を及ぼしていると推察される。 

しかしながら，この点に関して，保育者養成校に在籍する学生を対象に調査された研究

は見当たらない。このことが明らかとされれば，保育者の資質の 1つである自己健康管理

を高めるための示唆が得られると思われる。そこで，本研究は，保育者養成校に在籍する

学生を対象に，セルフ・エフィカシーの高低差と健康度及び生活習慣の関連について検討

することを目的とした。 

 

1－1．調査対象者 

調査対象者として，現在，保育者養成校に在籍する学生 52 名（平均年齢 20.06±0.66）

を対象の調査を行った。群分けとして，一般性セルフ・エフィカシー（以下，S-Eとする）

の平均値（22.89±3.89）を基準に S-E上位群（28 名）と下位群（24名）に分類した。 

 

1－2．調査項目及び手続 

（ア）調査項目 

坂野・東條（1986）が作成した一般性セルフ・エフィカシー尺度を用いた。この尺度は，

16項目で構成されており，2 件法で回答を得るものである。得点が高いほど，S-Eが強い
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ことを意味する。さらに，健康度及び生活習慣を測定するために，徳永・橋本（2001）の

研究を参考に，健康度（身体面，精神面，社会面）12 項目，運動条件（運動意図・環境，

運動意識）7 項目，食生活状況（食品のバランス，食事の規則性，間食・夜食）14 項目，

睡眠状況（睡眠の規則性，熟睡度，睡眠障害）7項目について，5 件法で回答を得るもので

ある。得点が高いほど，それぞれの項目に関する健康度が高いことを意味する。 

 

（イ）調査手続き 

保育者養成校に在籍する学生 52 名に対して，Forms で作成したアンケート用紙を配布

した。アンケートの冒頭に研究目的，データ処理，倫理的配慮について記述しておき，同

意を得た調査対象者のみ回答を得た。 

 

1－3．分析方法 

S-E 上位群と下位群に分類した後，健康度の因子別平均得点を算出した。2 群間の比較

を行うため，因子別に t 検定を行った。 

 

1－4．倫理的配慮 

調査対象者へは調査内容，プライバシーを侵害する恐れがないこと，調査内容は学校の

成績に影響しないことを十分に説明し，同意を得られた者について実施した。調査終了後，

得られたデータについては，個人が特定できないよう符号化し処理を行った。 

 

Ⅱ．結果及び考察 

本研究の目的は，保育者養成校に在籍する学生の健康度と生活習慣の現状を明らかにす

ることであった。これまでの先行研究（松嵜，2002）から健康行動と自己効力感は関連す

ることが明らかとされていることから，本研究では，S-E を軸として，2 群間に分類し，

健康度及び生活習慣における群間の比較を行った。その結果，S-E 上位群は，S-E 下位群

と比較して，「身体的健康度」（(t (50)= 3.67, p <.01）），「社会的健康度」（(t (50)= 4.25, p 

<.01）），「精神的健康度」（(t (50)= 2.59, p <.05）），「運動意識」（(t (50)= 2.61, p <.05））が

有意に高い値を示した。一方で，運動条件の「運動意図・環境」，食生活条件の「食品のバ

ランス」，「食事の規則性」，「間食・夜食」，睡眠条件の「睡眠の規則性」，「熟睡度」，「睡眠

障害」に関しては，有意な差が認められなかった（表 1参照）。 
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表 1．S-E 上位群，下位群の健康度と生活習慣の差異 

項目 因子 群 平均値 SD 有意差 

健康度 

身体的健康

度 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

17.32 

13.83 

2.50 

4.25 
** 

精神的健康

度 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

7.14 

9.25 

2.42 

3.43 
* 

社会的健康

度 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

14.57 

10.75 

2.73 

3.73 
** 

運 動 条

件 

運動意図・環

境 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

12.61 

10.67 

4.73 

3.29 
n.s. 

運動意識 
S-E 上位群 

S-E 下位群 

11.46 

9.58 

2.78 

2.36 
* 

食 生 活

状況 

食品のバラ

ンス 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

29.93 

27.67 

6.38 

7.08 
n.s. 

食事の規則

性 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

11.68 

10.08 

3.78 

3.39 
n.s. 

間食・夜食 
S-E 上位群 

S-E 下位群 

6.00 

6.13 

1.61 

2.47 
n.s. 

睡 眠 状

況 

睡眠の規則

性 

S-E 上位群 

S-E 下位群 

6.57 

5.13 

3.58 

3.26 
n.s. 

熟睡度 
S-E 上位群 

S-E 下位群 

5.89 

5.56 

1.71 

1.82 
n.s. 

睡眠障害 
S-E 上位群 

S-E 下位群 

4.5 

4.2 

2.12 

1.64 
n.s. 

*p<.05, **p<.01 

 

以上の結果から，S-E 上位群は，S-E 群と比較して，健康度と運動に対する意識は高い
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ことを意味する。この結果は，他の先行研究と類似している（e.g., 松嵜，2002；田代・村

井，2001）。先行研究によると，健康行動の意識と自己効力感や，健康行動に意識を向けて

いることで，健康の価値と関連することが報告されている。したがって，本研究において

も S-E 上位群は，普段から，自立した生活を意識していることで，健康度や運動意識が S-

E下位群と比較して，有意に高かったと思われる。 

しかしながら，先行研究（e.g., 松嵜，2002；田代・村井，2001）から推論するに，他の

因子においても群間の差異が生じるかと思われたが，本研究では，他の因子において有意

差が認められなかった。したがって，本調査に関わった調査対象者の今後の課題といえよ

う。岡部ら（2002）によると，健康行動の阻害要因として，問題意識の無さ，物理的環境

などが挙げている。このことから，保育者養成校として，今後は，健康度・生活習慣につ

いて，より意識を高め，行動変容を促したり，セルフ・エフィカシーの向上を意識したり

した関わりが必要となる。この点に関して，徳永・山崎（2008）によると，体育の授業が

手段として，学生の健康度や生活習慣の改善・指導へ繋がる可能性があることを示唆して

いる。したがって，保育者養成校の授業を通じて，学生の健康度や生活習慣の改善策を模

索することが必要である。将来，多くの学生が子どもとかかわる職業に就く。森本ら（2013）

によると保育現場に就職した新人保育者の早期離職の要因として，身体的・精神的健康度

との関連を報告している。したがって，養成校から保育者へそして，その後の将来を見据

えると，保育者養成校の段階から健康に関する自己管理を促すことは重要な課題の 1つと

いえよう。 

 

Ⅲ．今後の検討課題 

今後の検討課題として，1 つは，長期的調査を実施していくことが必要だと思われる。

なぜならば，日々，生活環境は変化するからである。例えば，高校生と大学生になった時

や，大学生から保育者となった場合，生活環境が異なる。したがって，横断的調査が必要

であると考える。 

2 つ目として，質的調査を行うことが必要であると思われる。本調査では，質問紙のみ

を用いて調査を行っている。このことから，詳細な生活環境（例えば，家族構成や余暇時

間等の差異）や，食事内容，睡眠等の質が把握できていない。そのため，学生の個人内要

因を質的側面から検討していきたい。 
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要旨 

 

Effects of Self-efficacy on Health and Lifestyle of College 

Students in a Training School for Childcare Workers 

 

Mayumi YAMAWAKI*1  Hiroshi MIZUOCHI*2  Rie KIKUCHI*3 

 

本研究の目的は，保育者養成校に在籍する学生の健康度と生活習慣の現状を明らかにす

ることであった。この目的を達成するために，一般性セルフ・エフィカシー（以下，S-E）

得点の上位・下位に分類し，2群間における健康度と生活習慣の比較を行った。その結果，

S-E 上位群は，下位群と比較して，健康度と運動に対する意識が有意に高かった。しかし

ながら，両群ともその他の因子に有意な差が認められなかったことや，両群の平均得点は

各因子の合計得点の半分にも満たないことから，保育者養成校において，特に重大な課題

であると考えられ，今後，具体的な対策を練っていくことが求められる。 
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